
別　表

群 注 授業科目 単位数 年次配当 備考必修 選択
第₁年次基本科目

〔法律基本科目の
基礎科目〕

憲法 4 　 1
民法Ⅰ 4 　 1
民法Ⅱ 4 　 1
民法Ⅲ 2 　 1
民法Ⅳ 2 1
刑法 4 　 1
商法 4 　 1
民事訴訟法 2 　 1
刑事訴訟法 2 　 1

第₂年次基本科目
〔法律基本科目の
基礎科目〕

行政法 2 2

基幹科目
〔法律基本科目の
応用科目〕

基幹憲法 2 2
基幹行政法 4 2
基幹民法 6 2
基幹刑法 4 2
基幹商法 4 2
基幹民事訴訟法 4 2
基幹刑事訴訟法 4 2

応用基幹科目
〔法律基本科目の
応用科目〕

応用憲法Ⅰ 1 2・3
応用憲法Ⅱ 1 3
応用行政法Ⅰ 1 2・3
応用行政法Ⅱ 1 3
応用民法Ⅰ 1 2・3
応用民法Ⅱ 1 3
応用刑法Ⅰ 1 2・3
応用刑法Ⅱ 1 3
応用商法Ⅰ 1 2・3
応用商法Ⅱ 1 3
応用民事訴訟法Ⅰ 1 2・3
応用民事訴訟法Ⅱ 1 3
応用刑事訴訟法Ⅰ 1 2・3
応用刑事訴訟法Ⅱ 1 3

実務基礎科目
〔法律実務基礎科
目〕

法曹倫理 2 　 2・3
民事要件事実基礎 2 　 2・3
民事・行政裁判演習 3 　 2・3
刑事裁判演習 3 　 3
リーガル・クリニック 　 2 2・3 左記の中

から₄単
位以上を
選択必修

ローヤリング 　 2 2・3
エクスターンシップ 　 2 2・3
模擬裁判 　 2 3
リーガル・リサーチ 　 2 1
民事法発展演習Ⅰ 　 2 2・3
民事法発展演習Ⅱ 　 2 2・3
刑事実務基礎演習 　 2 2・3
刑事実務演習 2 2・3
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基礎法・隣接科目
〔基礎法学・隣接
科目〕

日本法曹史演習 　 2 2・3
西洋法曹史 　 2 2・3
実務法理学 　 2 2・3
実務外国法 　 2 2・3
現代アメリカの法と社会 　 2 2・3
法と経済学 　 2 2・3
外国法文献研究Ⅰ 　 2 2・3
外国法文献研究Ⅱ 　 2 2・3
外国法文献研究Ⅲ 　 2 2・3

展 開・ 先
端科目

〔展開・先
端科目

〔選択
科目〕

倒産法Ⅰ 2 2・3

左
記
の
中
か
ら
4
単
位
以
上
を
選
択
必
修

倒産法Ⅱ 2 2・3
租税法基礎 2 2・3
実務租税法 2 2・3
経済法Ⅰ 2 2・3
経済法Ⅱ 2 2・3
知的財産法Ⅰ 2 2・3
知的財産法Ⅱ 2 2・3
知的財産法発展Ⅰ 2 3
知的財産法発展Ⅱ 2 3
実務労働法Ⅰ 2 2・3
実務労働法Ⅱ 2 2・3
環境法Ⅰ 2 2・3
環境法Ⅱ 2 2・3
国際法発展 2 2・3
国際法発展演習 2 2・3
実務国際私法Ⅰ 2 2・3
実務国際私法Ⅱ 2 2・3
医事法 2 2・3
金融商品取引法 2 2・3
企業法務演習 2 2・3
民事執行・保全法 2 2・3
社会保障法 　 2 2・3
社会保障法発展演習 2 2・3
少年法・刑事政策 2 2・3
地方自治法 2 2・3
多様性社会と法演習 2 2・3
リサーチペーパー 2 3

備考　演習その他授業科目の特性上必要と認められる授業科目（必修のものを除く。）に
ついては，履修選抜を行うことがある。

注： 専門職大学院設置基準第20条の₃及び司法試験法施行規則第₃条が定める科目の区
分については，「群」欄に〔 〕で示す。
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